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南京寺記より引用せし一条
19晉南京寺記烏巣殿怪 尼僧の勧めにより皇帝徳を修め怪を断つ
幽明録より引用せし三条
20晉時有理作人婦怪 妖狸の好計を暴き退治する
21晉時有理作人女産兒怪狸との通婚、偶然により真相を知る卿斎志異の原型
22晉時張春女邪魅怪 花嫁、邪魅に懸かれる
異苑より引用せし二条
23宋時梁道脩宅内鬼魅怪外国道人の呪力で鬼を払う
24郵邪王鴎之妻 王の妻、死後に葬の薄きを怒る(真に妻たるや否やを疑うものか）
番外国語・史記による山鬼に関する考察山鬼は一年のことを知るに過ぎず
神異経より引用せし一条
25西方山中人食鰕蟹怪 山鯵は人のようであるが鬼魅である
述異記より引用せし一条
26宋時王家作蟹断有材怪山接に惑わされず退治した
冥報拾遺より引用せし一条
27唐時逆人張亮露震怪 前話において妖怪が木材に化けたことの連想から、落雷を妖怪の仕
業と見たか（標題もその謂いの如し)、後半の予兆詞は他の予兆調と根本的に性質が違う
この一覧によって明らかなように、『法苑珠林』の説話配列には、妖怪を何かの予兆と
見る説話群から、人に害をなす妖怪の克服の説話群へというテーマの移行を看取すること
が出来る。つまり『法苑珠林』感応部における説話はただ単に類似した話題のものが羅列
されているのではなく、前後の説話の主題が連続して、より大きな主題を構成するという
関係性を有しているのである。
この｢感応縁」を「引証部」と比較すると、「引証部」の説話はもともと仏典の説話で
あったので、各説話の主題がストレートに仏教の称揚につながっている。
例えば、『仏本行経』の羅刹国の故事は、その末尾は以下のようになっている。
「頌日求寶失舟濟、瓢浮思救形、幻媚多方趣、妖魅証人情、假接度海難、虚發親愛聲、自
非馬王負、危苦記安寧」
それに対して、 「感応縁」は本来は仏教とは別の文脈で語られていた説話が大部分なの
で、専ら妖怪の予兆性に対する盲目的な信仰の誤りを暴くという、伝統思想に対する批判
性に主題の比重が置かれている。
つまり、インド説話によって仏教を讃える「引証部」と、中国説話が伝統思想を否定す
るための材料として利用される「感応縁」との相互補完性あるいは対立性が、『法苑珠林』
という作品の場合は、内在しているのである。
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